
自己評価・設計内容説明書【一戸建ての住宅用（木造）】

―必須項目―　

５－１ 等級

7 基準

6 特認 非住宅・住宅計算方法（告示２６５号）

（ 5 型式 住宅仕様基準（告示２６６号）

4 認証 国土交通大臣が認める方法

3 外皮平均熱貫流率（UA値） 仕上表

2 （ ） （W/(㎡・K) 計算書

1 UA値の値を評価書に記載する ※１

冷房期の平均日射熱取得率ηAC

（ ）

ηAC値の値を評価書に記載する ※２

（ ） 仕上表

熱貫流率の基準の適合 計算書

断熱材の熱抵抗値の基準に適合

開口部比率の区分

区分（い） 区分（ろ） 区分（は） 区分（に）

緩和措置有り

窓の断熱（２％緩和） 窓の日射（４％緩和）

認定書等の活用(第五面に記入）

・ 繊維系断熱材等の使用（ 有 無　） 仕上表

・ 防湿層の設置 （ 有 無　） 矩計図

除外規定適用 （ ）

・ 通気層の設置 （ 有 無　）

・ 防風層の設置 （ 有 無　）

除外規定適用 （ ）

認定書等の活用(第五面に記入）

５－２ 等級

6 基準

5 特認 一次エネルギー消費量計算 仕上表

（ 4 型式 住宅仕様基準（告示２６６号） 計算書

1 認証 単位床面積当たりの一次エネルギー消費量の値を評価書に

記載する ※３

自然風の利用

蓄熱の利用

（ ）

（ ）

（ ）

給湯熱源機 （ ）

・配管方式 先分岐方式 ヘッダー方式

・水栓 節湯水栓等を使用

・浴槽 高断熱浴槽を使用

・太陽熱給湯 太陽熱給湯を使用

主たる居室 （ ）

その他居室 （ ）

非居室 （ ）

太陽光発電設備の使用 有 無

コージェネレーション設備の使用 有 無

※1：等級７（地域の区分が8地域である場合は等級6）の場合のみ明示することができる。　

※2：等級７（地域の区分が8地域である場合にあっては等級6）の場合のみ明示することができる。

※3：等級６の場合のみ明示することができる。
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確 認
評価方法

コージェネレーション設備

開 口 部 の
断熱性能等

適 用 条 件

躯 体 の
断熱性能等

給湯設備

繊維系断熱材

防 湿 層

暖房方式

適用する基準

結露防止
対策

自然風利用

蓄熱利用

認定書等

認定書等活用

一次エネルギー

）地域 適用する基準

認定書等

開口部比率住宅仕様
基準（告
示２６６号）

冷房方式

等 級

太陽光発電設備

消費量等級

単位床面積当たりの一次
エネルギー消費量

）地域

結露防止対策

照明設備

通 気 層

の 設 置

換気設備方式

認定書等活用

の 設 置

評価書等（設計性能評価、フラット35等の活用）　（住宅の部分）
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断熱等性能

評 価 書 等 評価書等（設計性能評価、フラット35等の活用）　（住宅）

評価書等（設計性能評価、フラット35等の活用）　（住宅の部分）
□

□

評 価 書 等 評価書等（設計性能評価、フラット35等の活用）　（住宅）
□


